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1 ．本誌は京都大学大学院文学研究科行動文化学系社会学研究室の機関誌として、

　　年 1回発行する。

2． 1）本誌の編集は、「京都社会学年報」編集委員会の責任のもとに行われる。

　　 2）編集委員会は本研究室の教員および大学院生代表者により構成される。

　　 3）編集委員会に関するその他の細目は別に定める。

3．本誌には、研究論文のほかに、書評論文、資料等の欄を設ける。

4． 1  ）本誌の投稿者は、原則として京都大学大学院文学研究科行動文化学系社会

学研究室に所属する専任および非常勤の教員、ならびに大学院生・研修員、

研究生とする。

　　 2）投稿に関する細目は別に定める。

5．論文等は、未公刊のものに限る。

6．論文等は、編集委員会によって審査され、その掲載について検討される。

7．本誌に掲載された原稿の著作権は、社会学研究室に帰属するものとする。著作者

　　が本誌に掲載された文章を再録しようとする場合は、事前に本研究室に届けでる。

8． 1）論文等の原稿は、所定の執筆要項に準拠したものに限る。

　　 2）執筆要項は別に定める。

［編集規定］
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この本はそのまま読むことが困難な方のために、営利を目的
とする場合を除き、｢録音図書｣「拡大写本」等の読書代替物
への媒体変換を行うことは自由です。製作の後は発行人へご
連絡をください。

編集後記
▼掲載論文が少なくなってしまった前号に比して、今回の第 26 号では計 8本の論文・書評論文・論文翻訳
を掲載することができました。こうして一定数の論文が掲載されつづけることで、本誌が、院生たちが比
較的気軽に活用できる論文掲載の場として機能していくことを願っております。しかし同時に、本誌はす
でに電子化されており、「紀要」としてのみならず、たとえば専門社会調査士認定等にも活用されうる「査
読誌」として確立されてきています。編集作業をおこなう途上では、これらの二重の役割のなかでゆらぐ
本誌の姿が垣間みえてきました。前号においても編集代表が触れられていたように、あらためて本誌の位
置づけが問われているのかもしれません。次号以降ではこうした点について、院生を中心として話し合う
場を設けていきたいと考えております。最後に、今号の完成に至るまでご支援いただきました研究室内外
のみなさまへ、心よりお礼申し上げます。
 第 26 号編集委員　D2　鈴木赳生
 D3　堂本直貴　D2　吉琛佳　M2　河原優子

▼近年、社会学研究室の国際化はとみに顕著になっているようです。現在、研究室には 50 名近い院生、
ODが在籍していますが、その三分の一は海外からの留学生です。大学院研究生に至っては 12 名中 11 名が
留学生で占められています。また研究室から海外の大学に留学する院生も増えています。今号にも、韓国
からの留学生で今は立命館大に勤めている宋基燦くんや中国からの留学生の吉琛佳くんが興味深い研究の
いったんを披露しています。また田中先生はハイデルベルク大学研修中、山下くんも 2019 年からアメリカ
の大学の博士課程に在籍予定です。こうした教員や院生の移動（流動性）の増大は研究室のコミュニケーショ
ンや運営にも大きな変化をもたらしています。様々な地域や教育研究機関の「文化」や「作法」が交歓し
たり衝突したりしながら、社会学研究室の新しいあり方を作り上げているようにも思われます。投稿論文
のピアレビューを始め、この雑誌の編集作業の過程にもこうした変化を感じることができました。
 『京都社会学年報』編集代表　松田素二
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